雪の朝
　
　
龍之介＃３２
　
　
　風呂から上がってみても、廊下は変わらず冷凍庫のような寒さだった。今日はいやに冷える。長めに浸かったというのに一瞬にして冷めてしまいそうだった。
（うむ………）
　階段を上りながらこう考えた。
　寒い日は人肌に限る。やはりここは茉理を抱くべきだろう。服を脱ぐと少し寒いだろうが、なに、すぐあったかくなるはずだ。声が階下に響くやも知れぬが、両親には知られてしまった仲。しかもそういう状況は今回が初めてではない。試験期間中であったり、あまりにも夜遅い時間であったり、何日も続けて、という時はさすがに英理さんからお小言をいただくこともあるが、今日に限ってはそのどれにも当てはまらない。源三さんと英理さんには少しの間耳をふさいでもらうとしよう。兎角に人の世は……っとこれは関係ない。
　茉理の部屋のドアを開ける。不意打ちをかけるためにノックは当然しない。
　冷えたフローリングの床は痛いほど冷たいが、我慢して、ロケットスタートのために足を踏ん張る。
　カチャ。
　静かにドアを開き、勢いよく飛び込もうとしたその先には……
（……まったく）
　宿題なのか、ノートと教科書を広げたまま机に突っ伏すように寝ている茉理。ファンヒーターがうなりを上げているせいで風邪を引くことは今のところなさそうだが、このヒーターは確か三時間放っておくとスイッチが切れる仕組みだ。もし、その警告音に気付かずに暖房が切れて風邪でも引かれた日にはかなわない。「何で起こしてくれなかったのよ！」と、理不尽な苦情も言われそうだ。
（仕方ない）
　茉理が部屋に上がった時間から逆算してヒーターの切れる時間を割り出すと、その時刻に目覚ましをセット。そこら辺にあったメモ帳に『寝るんだったらベッドで寝ろ』と走り書きしてセロテープで留める。
　数分間、茉理の寝顔を堪能した後、部屋を後にする。
　明日は日曜日。誰にも起こされず、ゆっくり寝られる貴重な日だ。みんな寝静まったのか、ずいぶん静かな中、めくるめく惰眠に思いを寄せながらその日は横になった。
　
　
　
「起っきろ～～～っ！」
　朝。身体をバシバシと叩かれる。まだ寝足りない中で薄目を開けると、朝六時。無言のまま布団にくるまって目をつぶる。
「起っきろ～～～っ！」
　さっきと同じ声、同じ調子。違うのは、布団を思いっきりめくられたこと。
　昨夜から続く強烈な寒さに、身体を丸くして耐えようとするが五秒で撃沈。目を覚ますことになった。
「まったく……何時だと思ってやがる」
　ヒーターのスイッチを入れ、温風口の前に身体を縮こまらせながら文句を言う。
「六時」
　どうやら俺の彼女は高等な日本語を理解してはくれないらしい。俺は決して「What time is it now?」と聞いたつもりはないんだが。
「そんなことよりさ、外見て！　外！」
　カーテンを力一杯開ける茉理。つられてそちらを見ると、寝ぼけ眼まなこに刺さってくるような光。いつもの朝日以上に眩しいそれは……
「雪だよ雪っ！　しかもこんなに積もってっ！」
　飛び跳ねんばかりに喜んでいる茉理。
「そりゃ寒けりゃ雪も降るだろ……ってか……」
「去年も」と言いかけてやめる。二度寝をしようと布団を回収していた手も止める。
（そっか……去年は……）
「分かった分かった。外出るんだろ。着替えるから先に準備してろ」
「は～い」
　小走りに自分の部屋に戻っていく茉理。
（やれやれ……しょうがないか）
　まだ暖まりきっていない部屋。一つだけ吐ついた溜め息は少しだけ白く残った。
　
　
「そういうわけで、ちょっと出てきます」
　リビングでお茶をすすっていた英理さんと源三さんに一言告げる。
「元気だなあ」
「若いわねぇ」
　と、そんな言葉をかけられ、茉理に腕を引っ張られながら外へ。雪が照り返す朝日に一瞬目を細めるが、そんなものはものともしない茉理は元気一杯、銀色の中に駆けていった。
　
　これといって何かする予定があったわけでもなく、ただ雪が嬉しいからというだけで飛び出した茉理は、誰も踏んでいない新雪に足跡を付けていくのに飽きると何もすることがなくなっていた。
「直樹～、何か考えて」
「おまえなあ、人を強引に引っ張り出しといてそりゃないだろ」
　そんな会話をしながら早朝の人影少ない住宅街を歩いていく。ふと、視界にコンビニが入る。そういえば何も食べていない。
「茉理、ちょっと腹ごしらえでもしようぜ」
　コンビニを指さす。
「いいね。うん、そうしようっ！」
　客が一人もおらず、暇そうなバイトの兄ちゃんの視線を感じつつも、一通り棚を見て回る。パンという感じでもなく、おにぎりもちょっと……という具合で、結局は温かそうな見てくれに惹かれて中華まんを二つずつ買うことにした。
　俺はスタンダードな肉まんとピザまん。茉理はというと、カスタードクリームまんにチョコクリームまん。
「邪道だろ、それ」
「美味しければいいじゃない！」
　などと言い合いながら、お互いに自分のものを一口ずつ分けたりしつつ食べ歩く。なんてことはない普通の味。それでも、この雪景色の中、茉理とじゃれ合いながら食べた肉まんは実に美味しかった。
　
　何の目的もあてもなくダラダラとくだらないことを喋りながら歩き、肉まんも食べ終わろうかという頃、行き着いたのは小さな公園。犬とその飼い主が走り回った跡があり、新雪の感触を楽しもうとしていた茉理はちょっと残念そうにしていたが、隅の方にはまだ残っていて、そこで「ザクッ」という音を出しては一人で楽しんでいる。
（やれやれ……子供だなぁ……）
　と、そちらに背を向け、一人雪景色の奥深さに浸っていると、いきなり後頭部に衝撃が走った。
「あいってっ！」
　振り向くと、明後日の方向を向いて口笛なんぞ吹いている茉理。俺の足下には、明らかに球状の雪が何かに当たって砕けましたよ、という痕跡。誰が見ても、何が起こったかすぐに推理できる状況だ。
　俺は黙って足下の雪をちょうどいい分量で掴み取ると、クイックモーションで茉理に投げ込む。元々小さい上に、コートを着てるから膨らんでいるかどうかも分からない貧相な胸に直撃。
「あにすんのよっ！」
「ああ、ごめんごめん。ちょっとクイックの練習をね………」
　と、わざとらしくシャドーピッチングのふりをしてみせる俺。今度は茉理のスナップスローが俺の顔面に決まる。
「やったなこらっ！」
「お互い様でしょっ！」
　のんびりまったりとした朝は戦争に急変。
　小さな雪玉を連射してくる茉理に、比較的大きな雪玉を相手の動きを予測して投げる俺。勝負は暫くの間平行線をたどったが、不意に投げられた大玉をかろうじて避けたところに顔面小玉連射を受けた俺があえなく降参。茉理はこれでもかというほど誇らしげな顔をしていた。
　
　上機嫌な茉理がスキップを踏みながら前を歩いている。結局、話し合いの末、敗者は勝者に今度のデートの際に食事をおごるということで合意。目玉が飛び出るようなところに連れ込まれなければいいのだが……
「ふんっふふ～ん、と……さあ、どこに連れて行ってもらおうかな～」
　茉理がくるっと振り向いた瞬間。
「わっ！」
　小さな悲鳴と共に、茉理が足を滑らせて後ろにどさっと倒れる。足下はマンホールのふた。なるほど、転ぶのも無理はない。
「いった～！　もう、何でとっさに支えてくれないのよ～！」
「いくら何でもそれは無理だろっ！　スーパーマンか俺は」
「あいっててて……」
　軽く腰を打ったのか、すぐには立ち上がれそうもない茉理。
「……しょうがない。ほれ」
　手を差し出す。茉理がその手を握りかえしたのを確認して、思いっきりぐいっと引っ張る。
「え、きゃっ」
　計算通り、俺の胸の中に抱き寄せられる茉理。
「直樹、ベタすぎだよ……」
　小声でささやくように文句を言う茉理。
「いやか？」
「ううん、ぜんぜん……」
　背中に手を回してくる茉理。それから少しの間、そうして抱き合っていた。
　
　
　家に帰ってリビングのドアを開けると、香ばしい、いい香りが漂っていた。
「寒かったろ。コーヒー、淹れてあるぞ」
　源三さんがカップを二つ持ってきて、サーバーから注ぐ。温め直したものではなく、今淹れたという雰囲気だ。
「もうそろそろだと思って、準備してたのよ」
　俺の表情を読んだのか、英理さんが説明してくれる。
「ほえ～、よく分かったね」
「親子ですもの」
　感心する茉理に事も無げにそう返す英理さん。実際、すごいと思うのだが。
「ああ、そうだ。急で悪いんだが……」
　ちょっと言いにくそうに切り出す源三さん。
「急に仕事が入ってな。ちょっと会社まで行ってくる」
「夕方には帰ってこられるから、お昼は二人でお願いね」
　今に始まったことではなし、簡単に了承する俺と茉理。
「じゃ、ちょっと行ってくる」
「お留守番、よろしくね」
　慌ただしく出て行く渋垣夫妻。本当に忙しい人達だ。
　
　コーヒーをゆっくり味わい、さて部屋に戻って途中で邪魔された惰眠でも取り直そうかと席を立った時、服の裾を引っ張られた。
「あの………直樹………」
「ん？　どうした？」
「その、ゆうべは……ありがと……」
　少し恥じらいながら、上目遣いに礼を言う茉理。そのらしくない表情を見て、俺の中でスイッチが入る。
「ああ、昨日ね～。俺が目覚ましかけなかったらどうなってたかな～？　ヒーターの警告音も意外と音小さいからな～。昨日はことのほか寒かったし、ま、間違いなく風邪の一つでも引いてるよなぁ……」
「ぐっ……」
　茉理の表情が変わる。いつもの挑戦的な視線だ。
「何が言いたいのよっ！」
　さっき、一瞬垣間見せた殊勝な態度はどこへやら。起こり気味にそう言い放つ。
「いやあ？　もし風邪引いてたら今朝は寝込んでなきゃいけなかったわけだろ？　だとしたら雪の中はしゃぎ回ることも出来なかったわけだ。だから、今朝の楽しかった諸々は全て俺のおかげ、というわけ」
　得意気に俺が言うと、茉理は悔しそうに唇を噛んでいた。言い過ぎな部分もあるが、大部分は本当のことだ。
「だからさぁ……なんかこう、感謝を形で表すって言うのかな？　そういうのって大事じゃないかな、と俺様は思うわけだ」
　茉理の目はもう『睨む』に変わっている。
「な・に・を・す・れ・ば・い・い・の？」
　拳を固く握った恋人の声は、わずかに固く震えていた。
　
　
「……………」
　リビングの戸を開けて入ってきた茉理は、コートの合わせを手で押さえながら、心なしか小さく震えているように見えた。
「ん？　どうした？　寒いか？」
　わざとらしく言って、茉理を舐めるように、下から上へと視点を移動させる。足には厚手のストッキングを穿いている。パンストではなく、付け根までを覆う、左右で独立したタイプの物だ。さっき外に出た時も身に付けていた物で、寒さ対策として申し分ないことは照明されている。
　その上に羽織っているのは、これもさっきと同じコート。前にボタンがあるが、茉理はそれを留めず、手で閉じているだけだ。
「……ヘンタイ」
　蔑むような目で俺を見る茉理。それもそのはず。さっき外に出た時にふと思い浮かんだ『あること』を茉理に課しているからだ。
「よ～し、じゃあ、ちゃんとそのコートの下が全裸であることを、雪景色を楽しむことが出来た恩人の前に見せてくれたまえ」
　そう。素っ裸の上にコートを着る。さっき思い付いたのがそれだった。あったかそうだから下何も着てなくても大丈夫なんじゃなかろうか、なんてことが頭をよぎり、じゃあ実際にしてもらうと面白いんじゃないか、とまあ、そんな理由だ。
「う～～～～～！」
　コートのボタンを留めずに出てくるように、というのも指示の一つだ。当然、合わせを手で押さえる。そして、その下が全裸であることを俺に見せる際に行われるであろう行為。それが楽しみだった。
「い、いくわよっ！」
　自分に勢いを付けるように言い放ち、茉理はコートの前をふわっと開いた。
　
　まず目に入ったのは、小振りだが形のいい胸。頂点の桜色がコートで中途半端に隠され、見えるか見えないか、という感じなのがそこはかとなくいい。そして、黒いストッキングに覆われた足の付け根、白い裸身の中で目を惹く、淡く翳った茂み。
「立派な痴女様だ」
「くぅ～～～～！」
　茉理は手をまた元に戻し、悔しさと恥ずかしさと怒りがない交ぜになった唸り声を上げる。
　
　そんな彼女の姿を見ていると、更にいじめてみたくなってくる。
「そうだ茉理、外出てみようぜ」
「はぁっ？」
　思わずコートから手が離れる。合わせの隙間からヘソをのぞかせながら、茉理が「意味わかんない」という顔をする。
「なに、ほんの一瞬でいいさ。ぱっと見、下が裸だなんて分かんないし、肝試しに、さ」
「無理むりムリ無理、ぜっったい、無理！」
　勢いよくかぶりを振る茉理。
「いけるって。ホラホラ、さあさあ！」
　男の力でもって茉理を強引に引き摺る。足を踏ん張って抵抗するも、運が悪いというか、我が家のフローリングは掃除が行き届いており、ストッキングに包まれた足底ではいい感じに滑ってしまう。
「いやーーーーっ！」
　なすすべもなく俺に引っ張られた茉理は、否応なく玄関先に立たされる。
「……あ、一応ボタンは留めような」
　その下のおっぱいや陰毛で目を楽しませつつも、上からボタンを一つ一つ留めていく。
「さあ、いざ、再度の銀世界へ！」
　ドアを開け、茉理の手を取って思いっきり引っ張る。
「わぁっ！」
　つんのめるように駆け出してくる。その勢いを活かして、クルッと前後を入れ替える。
　冷えた外気、目を射貫く雪の照り返し、澄んだ風の匂い。そんな冬の朝景色の中、全裸にコートという、露出狂と言われても言い逃れできない茉理がいる。
「どんな気分？」
　茉理の背中から首筋を抱きつつ、耳元でささやいてみる。
「……スースーする……」
　所在なさげにコートの襟を指で遊び、そわそわと膝を動かしながらそう応えた茉理の耳はしもやけのように真っ赤だった。もちろん、寒さのせいではないだろう。
　
「あ、なおくん！　茉理ちゃん！」
　もう十分恥ずかしい思いもさせたし、そろそろ解放しようかと思った瞬間、声をかけられた。その方向を見ると、コートにマフラー、手袋と完全武装の保奈美がいた。
「おう、散歩か？」
　予想外の事態に固まって返事も出来ない茉理をさて置き、手を上げて返礼する。
「うん。こんなに積もったの久し振りだから、溶ける前に堪能しようかなって……」
　保奈美はその場でちょっと足踏みなどして、雪の感触を楽しんでいる。
「あれ？　茉理ちゃん、風邪でも引いたの？　元気なさそうだね」
　一言も言葉を発しない茉理に気付いて、保奈美は顔を覗き込む。
「イ、イエ……ダイ、ジョウブ、デス」
　どう聞いても大丈夫には聞こえないが、何とか言葉を返す。
　そんな茉理を見て、俺は更にいたずら心を発揮する。
　
　さわっ
　
　保奈美に感付かれないような小さな動作で、茉理の尻を撫でる。
「っ……！」
　地肌に触れるコートの裏地の感触に、茉理の身体が強張るのが分かった。
「？……どうしたの、茉理ちゃん？　やっぱりちょっと変だよ？」
「ナンデモ……アリマセン」
　その反応に気をよくして、更に指でつついたり、電車の痴漢魔よろしく、ねっとりと撫で回したりなどしてみる。その度に、茉理の身体は電流が流れたように小さく震え、保奈美に感付かれないように緊張しているのか、手足は必要以上にぴんと伸びた。
「こらっ！　なおくん、何してるの！」
　突然飛んできた保奈美の声に、思わず手を引いてしまう。茉理の身体から緊張が抜けるのが分かる。
「なおくん、女の子が嫌がるようなことはしちゃダメだよ？」
　どこまで分かったか知らないが、尻に手をやった、ぐらいのことはばれたらしい。咎めるような幼馴染みの視線が心なしか痛い。
「へ～い」
「もう……」
　大げさに溜め息をつかれた。
　
　
　保奈美は「その辺ぐるっと回ってくるね」と言い残して雪の住宅街へ消えていき、俺と茉理も家の中に引っ込んだ。
「な～お～き～！」
　茉理のコートの下が全裸だったことはさすがに気付かれてないよな……と、それでも相手が保奈美であるからこその幾許かの不安を抱いているところに、燃え盛る炎を背景とした茉理の声が聞こえてきた。
「死ぬほど恥ずかしかったじゃないっ！　ばれてたらどうしてくれるのよ、こんっの、バカ！」
　その日一番ホットな打撃が、俺の頬にクリーンヒットした。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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